
東京都立北豊島工科高等学校【定時制課程】　年間授業計画（令和７年度様式）

高等学校 令和７年度（４学年用）

第 ４ M 組 ６

使用教科書：

の目標

の目標

〇

90

総合機械・NC機械・内燃機関
【知識及び技術】
各ショップに関する要素的な内容につ
いて工業の各分野での学びを踏まえて
理解するとともに，工業に携わる者と
して必要な技術を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
各ショップの分野に関する技術に着目
して，工業に関する要素的な内容に関
する課題を見いだすとともに解決策を
考え，科学的な根拠に基づき結果を検
証し改善できる態度を身に付けさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
各ショップの分野に関する要素的な内
容について自ら学び，工業の発展に主
体的かつ協働的に取り組むことができ
る態度を身に付けさせる。

・指導事項
１．総合機械①
機械分野の要素技術を総合化した内容
を扱う。

２．NC機械
ＮＣ機械の分野に関連する要素的な内
容を扱う。

３．内燃機関①
四輪自動車の内燃機関分野に関連する
要素的な内容を扱う。

総合機械・NC機械・内燃機関
【知識及び技術】
各ショップに関する要素的な内容について工業の
各分野での学びを踏まえて理解するとともに，工
業に携わる者として必要な技術を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
各ショップの分野に関する技術に着目して，工業
に関する要素的な内容に関する課題を見いだすと
ともに解決策を考え，科学的な根拠に基づき結果
を検証し改善できる態度を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
各ショップの分野に関する要素的な内容について
自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り
組むことができる態度を身に付けている。

〇 〇

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

機械分野に関する技術の向上を目指し，実際の作業
を通して自ら学ぶ態度や，工業の発展に主体的かつ
協働的に取り組む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】

機械分野の学習活動で身に付けた技術に関わる知識
を実際の作業に即して総合的に関連付けて理解する
とともに，実際のものづくりの現場で活用すること
ができる技術を身に付けるようにする。

機械分野の技術に関する課題を見いだし，単に生産
性や効率だけを優先するのではなく，工業製品が社
会に与える影響に責任をもち，工業に携わる者とし
て倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づき工業技術の
進展に対応し解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働
的に取り組む態度を養う。

 「 課題研究 」 

教科書記号・番号

態

教科書名

対象学年組： 学年 単位数： 単位

機械に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

教科担当者： 機械科全教職員

機械の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

 「 機械 」 

【 知　識　及　び　技　術 】

発行者

教科

教科 科目機械 課題研究

２
学
期

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

総合機械・入像・内燃機関
【知識及び技術】
鋳造に関する要素的な内容について工
業の各分野での学びを踏まえて理解す
るとともに，工業に携わる者として必
要な技術を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
鋳造分野に関する技術に着目して，工
業に関する要素的な内容に関する課題
を見いだすとともに解決策を考え，科
学的な根拠に基づき結果を検証し改善
できる態度を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
鋳造分野に関する要素的な内容につい
て自ら学び，工業の発展に主体的かつ
協働的に取り組むことができる態度を
身に付けさせる。

・指導事項
１．総合機械②
機械分野の要素技術を総合化した内容
を扱う。

２．鋳造
鋳造分野の要素技術を総合化した内容
を扱う。

３．内燃機関②
二輪自動車の内燃機関分野に関連する
要素的な内容を扱う。

総合機械・鋳造・内燃機関
【知識及び技術】
【知識及び技術】
各ショップに関する要素的な内容について工業の
各分野での学びを踏まえて理解するとともに，工
業に携わる者として必要な技術を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
各ショップの分野に関する技術に着目して，工業
に関する要素的な内容に関する課題を見いだすと
ともに解決策を考え，科学的な根拠に基づき結果
を検証し改善できる態度を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
各ショップの分野に関する要素的な内容について
自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り
組むことができる態度を身に付けている。

〇 〇 90

〇



３
学
期

〇

合計

210

備
考

総合機械・鋳造・内燃機関
【知識及び技術】
鋳造に関する要素的な内容について工
業の各分野での学びを踏まえて理解す
るとともに，工業に携わる者として必
要な技術を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
鋳造分野に関する技術に着目して，工
業に関する要素的な内容に関する課題
を見いだすとともに解決策を考え，科
学的な根拠に基づき結果を検証し改善
できる態度を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
鋳造分野に関する要素的な内容につい
て自ら学び，工業の発展に主体的かつ
協働的に取り組むことができる態度を
身に付けさせる。

・指導事項
１．総合機械②
機械分野の要素技術を総合化した内容
を扱う。

２．鋳造
鋳造分野の要素技術を総合化した内容
を扱う。

３．内燃機関②
二輪自動車の内燃機関分野に関連する
要素的な内容を扱う。

総合機械・鋳造・内燃機関
【知識及び技術】
【知識及び技術】
各ショップに関する要素的な内容について工業の
各分野での学びを踏まえて理解するとともに，工
業に携わる者として必要な技術を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
各ショップの分野に関する技術に着目して，工業
に関する要素的な内容に関する課題を見いだすと
ともに解決策を考え，科学的な根拠に基づき結果
を検証し改善できる態度を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
各ショップの分野に関する要素的な内容について
自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り
組むことができる態度を身に付けている。

〇 〇 30



東京都立北豊島工科高等学校【定時制課程】　年間授業計画（令和７年度様式）

高等学校 令和７年度（１、２、３学年用）

第 ２ M 組 ２

使用教科書：

の目標

の目標

〇 〇 4

〇 16

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知・技 思・判・表 態

〇〇

【知識及び技能】
　各鋳造法の特徴と加工手順を知ることができた
か。
【思考力、判断力、表現力等】
　各鋳造法に関する課題を発見し，解決する力を
身に付けたか。
【学びに向かう力、人間性等】
　各鋳造法に関して自ら学び，情報技術や環境技
術を活用し、協働的に取り組む態度を身に付けた
か。

１
学
期

【知識及び技能】
　機械材料の加工性や工作法を踏まえ
て理解するとともに，関連する技術を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　機械工作に関する課題を発見し，技
術者として科学的な根拠に基づき工業
技術の進展に対応し解決する力を身に
付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　工業生産における適切な機械材料の
加工や工作する力の向上を目指して自
ら学び，情報技術や環境技術を活用し
主体的かつ協働的に取り組む態度を身
に付ける。

１．機械工作の概要
２．機械の材料
　鉄鋼
　非鉄金属
　非金属

【知識及び技能】
　機械材料の加工性や工作法の概要を知ることが
できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
　機械工作に関する課題を発見し，解決する力を
身に付けたか。
【学びに向かう力、人間性等】
　機械材料の特徴や工作方法の概要に関して自ら
学び，情報技術や環境技術を活用し、協働的に取
り組む態度を身に付けたか。

〇

【知識及び技能】
　鋳造法を踏まえて理解するととも
に，関連する技術を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　鋳造に関する課題を発見し，技術者
として科学的な根拠に基づき工業技術
の進展に対応し解決する力を身に付け
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　鋳造技術の向上を目指して自ら学
び，情報技術や環境技術を活用し主体
的かつ協働的に取り組む態度を身に付
ける。

３．鋳造
砂型鋳造
金型鋳造

教科 科目機械 機械工作

【思考力、判断力、表現力等】

対象学年組： 学年 単位数： 単位 教科担当者： 渡邊　剛

機械の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

「機械」

機械に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

発行者 実教

教科

教科書記号・番号 工業708 709 教科書名 機械工作１，２

【学びに向かう力、人間性等】

科目

工業生産における適切な機械材料の加工や工作する
力の向上を目指して自ら学び，情報技術や環境技術
を活用した製造に主体的かつ協働的に取り組む態度
を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

機械工作について機械材料の加工性や工作法を踏ま
えて理解するとともに，関連する技術を身に付ける
ようにする。

機械工作に関する課題を発見し，技術者として科学
的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する
力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働
的に取り組む態度を養う。

 「 機械工作 」 



２
学
期

【知識及び技能】
　切削加工法を踏まえて理解するとと
もに，関連する技術を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　切削加工法に関する課題を発見し，
技術者として科学的な根拠に基づき工
業技術の進展に対応し解決する力を身
に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　切削加工の向上を目指して自ら学
び，情報技術や環境技術を活用し主体
的かつ協働的に取り組む態度を身に付
ける。

合計

70

備
考

３
学
期

【知識及び技能】
　色々な機械加工法を踏まえて理解す
るとともに，関連する技術を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　色々な機械加工法に関する課題を発
見し，技術者として科学的な根拠に基
づき工業技術の進展に対応し解決する
力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　色々な機械加工の向上を目指して自
ら学び，情報技術や環境技術を活用し
主体的かつ協働的に取り組む態度を身
に付ける。

７．その他の機械加工
　砥粒加工
　表面処理

【知識及び技能】
　々な機械加工法の特徴と加工手順を知ることが
できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
　々な機械加工法に関する課題を発見し，解決す
る力を身に付けたか。
【学びに向かう力、人間性等】
　々な機械加工法に関して自ら学び，情報技術や
環境技術を活用し、協働的に取り組む態度を身に
付けたか。

〇 〇 〇 18

【知識及び技能】
　溶接法を踏まえて理解するととも
に，関連する技術を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　溶接に関する課題を発見し，技術者
として科学的な根拠に基づき工業技術
の進展に対応し解決する力を身に付け
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　溶接技術の向上を目指して自ら学
び，情報技術や環境技術を活用し主体
的かつ協働的に取り組む態度を身に付
ける。

４．溶接
　電気溶接
　ガス溶接・切断

【知識及び技能】
　各溶接法の特徴と加工手順を知ることができた
か。
【思考力、判断力、表現力等】
　各溶接法に関する課題を発見し，解決する力を
身に付けたか。
【学びに向かう力、人間性等】
　各溶接法に関して自ら学び，情報技術や環境技
術を活用し、協働的に取り組む態度を身に付けた
か。

〇 〇 〇 8

【知識及び技能】
　塑性加工法を踏まえて理解するとと
もに，関連する技術を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　溶接加工法に関する課題を発見し，
技術者として科学的な根拠に基づき工
業技術の進展に対応し解決する力を身
に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　塑性加工の向上を目指して自ら学
び，情報技術や環境技術を活用し主体
的かつ協働的に取り組む態度を身に付
ける。

５．塑性加工
　鍛造
　転造
　プレス

【知識及び技能】
　各塑性加工法の特徴と加工手順を知ることがで
きたか。
【思考力、判断力、表現力等】
　各塑性加工法に関する課題を発見し，解決する
力を身に付けたか。
【学びに向かう力、人間性等】
　各塑性加工法に関して自ら学び，情報技術や環
境技術を活用し、協働的に取り組む態度を身に付
けたか。

〇 〇 〇 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知・技

６．切削加工
旋盤
フライス盤
ボール盤

【知識及び技能】
　各切削加工法の特徴と加工手順を知ることがで
きたか。
【思考力、判断力、表現力等】
　各切削加工法に関する課題を発見し，解決する
力を身に付けたか。
【学びに向かう力、人間性等】
　各切削加工法に関して自ら学び，情報技術や環
境技術を活用し、協働的に取り組む態度を身に付
けたか。

〇 〇 〇 16

思・判・表 態
配当
時数



東京都立北豊島工科高等学校【定時制課程】　年間授業計画（令和７年度様式）

高等学校 令和７年度（４学年用）

第 ４ M 組 ２

使用教科書：

の目標

の目標

教科書名 機械設計１，２

【学びに向かう力、人間性等】

科目

工業生産における適切な設計技術の向上を目指して
自ら学び，情報技術や環境技術を活用した製造に主
体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

機械設計について機械の仕組みや機械要素を踏まえ
て理解するとともに，関連する技術を身に付けるよ
うにする。

機械設計に関する課題を発見し，技術者として科学
的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する
力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働
的に取り組む態度を養う。

 「 機械設計 」 

教科 科目機械 機械設計

【思考力、判断力、表現力等】

対象学年組： 学年 単位数： 単位 教科担当者： 竹谷　尚人

機械の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

「機械」

機械に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

発行者 実教

教科

教科書記号・番号 工業710 711

〇

【知識及び技能】
　力学を踏まえた機械設計の特徴を知ることがで
きたか。
【思考力、判断力、表現力等】
　機械設計に関わる力学に関する課題を発見し，
解決する力を身に付けたか。
【学びに向かう力、人間性等】
　力学に関して自ら学び，情報技術や環境技術を
活用し、協働的に取り組む態度を身に付けたか。

１
学
期

【知識及び技能】
　機械の成り立ちを踏まえて理解する
とともに，関連する技術を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　機械設計に関する課題を発見し，技
術者として科学的な根拠に基づき工業
技術の進展に対応し解決する力を身に
付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　工業生産における適切な設計技術の
向上を目指して自ら学び，情報技術や
環境技術を活用し主体的かつ協働的に
取り組む態度を身に付ける。

１．機械設計の概要
２．機械の定義
３．力の合成と分解

【知識及び技能】
　機械設計の概要を知ることができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
　機械設計に関する課題を発見し，解決する力を
身に付けたか。
【学びに向かう力、人間性等】
　機械設計の概要に関して自ら学び，情報技術や
環境技術を活用し、協働的に取り組む態度を身に
付けたか。 〇

【知識及び技能】
　力学を踏まえて理解するとともに，
関連する技術を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　力学に関する課題を発見し，技術者
として科学的な根拠に基づき工業技術
の進展に対応し解決する力を身に付け
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　力学の向上を目指して自ら学び，情
報技術や環境技術を活用し主体的かつ
協働的に取り組む態度を身に付ける。

４．モーメント
５．重心
６．運動

〇 〇 10

〇 10

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知・技 思・判・表 態

〇



６．切削加工
旋盤
フライス盤
ボール盤

【知識及び技能】
　各切削加工法の特徴と加工手順を知ることがで
きたか。
【思考力、判断力、表現力等】
　各切削加工法に関する課題を発見し，解決する
力を身に付けたか。
【学びに向かう力、人間性等】
　各切削加工法に関して自ら学び，情報技術や環
境技術を活用し、協働的に取り組む態度を身に付
けたか。

〇 〇 〇 16

思・判・表 態
配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知・技

【知識及び技能】
　溶接法を踏まえて理解するととも
に，関連する技術を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　溶接に関する課題を発見し，技術者
として科学的な根拠に基づき工業技術
の進展に対応し解決する力を身に付け
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　溶接技術の向上を目指して自ら学
び，情報技術や環境技術を活用し主体
的かつ協働的に取り組む態度を身に付
ける。

４．溶接
　電気溶接
　ガス溶接・切断

【知識及び技能】
　各溶接法の特徴と加工手順を知ることができた
か。
【思考力、判断力、表現力等】
　各溶接法に関する課題を発見し，解決する力を
身に付けたか。
【学びに向かう力、人間性等】
　各溶接法に関して自ら学び，情報技術や環境技
術を活用し、協働的に取り組む態度を身に付けた
か。

〇 〇 〇 8

【知識及び技能】
　塑性加工法を踏まえて理解するとと
もに，関連する技術を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　溶接加工法に関する課題を発見し，
技術者として科学的な根拠に基づき工
業技術の進展に対応し解決する力を身
に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　塑性加工の向上を目指して自ら学
び，情報技術や環境技術を活用し主体
的かつ協働的に取り組む態度を身に付
ける。

５．塑性加工
　鍛造
　転造
　プレス

【知識及び技能】
　各塑性加工法の特徴と加工手順を知ることがで
きたか。
【思考力、判断力、表現力等】
　各塑性加工法に関する課題を発見し，解決する
力を身に付けたか。
【学びに向かう力、人間性等】
　各塑性加工法に関して自ら学び，情報技術や環
境技術を活用し、協働的に取り組む態度を身に付
けたか。

〇 〇 〇 8

【知識及び技能】
　々な機械加工法の特徴と加工手順を知ることが
できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
　々な機械加工法に関する課題を発見し，解決す
る力を身に付けたか。
【学びに向かう力、人間性等】
　々な機械加工法に関して自ら学び，情報技術や
環境技術を活用し、協働的に取り組む態度を身に
付けたか。

〇 〇 〇 18

２
学
期

【知識及び技能】
　切削加工法を踏まえて理解するとと
もに，関連する技術を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　切削加工法に関する課題を発見し，
技術者として科学的な根拠に基づき工
業技術の進展に対応し解決する力を身
に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　切削加工の向上を目指して自ら学
び，情報技術や環境技術を活用し主体
的かつ協働的に取り組む態度を身に付
ける。

合計

70

備
考

３
学
期

【知識及び技能】
　色々な機械加工法を踏まえて理解す
るとともに，関連する技術を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　色々な機械加工法に関する課題を発
見し，技術者として科学的な根拠に基
づき工業技術の進展に対応し解決する
力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　色々な機械加工の向上を目指して自
ら学び，情報技術や環境技術を活用し
主体的かつ協働的に取り組む態度を身
に付ける。

７．その他の機械加工
　砥粒加工
　表面処理



東京都立北豊島工科高等学校【定時制課程】　年間授業計画（令和７年度様式）

高等学校 令和７年度

第 ４ M 組 ２

使用教科書：

の目標

の目標

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

教科 国語 科目 国語表現

対象学年組： 学年 単位数： 単位 教科担当者： 長谷雄　毅

発行者 東書 教科書記号・番号 現国７０１ 教科書名 新編現代の国語

【学びに向かう力、人間性等】
言葉の持つ力を認識し、言語感覚を磨き、国語と我が国の言語文化を大切にし、自らの課題に真摯に取り組む態度
を養う。

科目  「 国語表現 」 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

教科  「 国語 」 

【 知　識　及　び　技　能 】 社会生活に必要な国語の特質を理解し、適切に使用できる知識・技能を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】 社会の中で他者と関わるための伝え合う力、深く考える力、自ら表現する力を養う。

日本語の文章表現及び会話表現の知識と技術を身に
つける。

的確に判断し表現する力を養う。 言葉を大切にし、自らの課題に真摯に取り組む態度
を養う。

単元の具体的な指導目標

1

C 単元　７情報活用能力を身につけよ
う
【知識及び技能】漢字の習熟・語彙の
増加・言語知識の獲得
【思考力、判断力、表現力等】情報活
用能力が身についたか
【学びに向かう力、人間性等】授業及
び自らの課題に真摯に取り組む

15

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

評価規準

【知識・技能】漢字や語彙の知識が身についたか
効果的な表現ができたか
【思考・判断・表現】授業中の発問に適切に答
え、課題を作成したか
【主体的に学習に取り組む態度】授業に出席し、
真摯に取り組んだか

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

配当
時数

１
学
期

A 単元　６話し合う力をつけよう
【知識及び技能】漢字の習熟・語彙の
増加・言語知識の獲得
【思考力、判断力、表現力等】効果的
な表現が出来たか
【学びに向かう力、人間性等】授業及
び自らの課題に真摯に取り組む

15

B 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

態思知

【知識・技能】漢
字・語彙・言語知
識
【思考・判断・表
現】文章内容の理
解・課題作文

内容のまとまり指導項目・内容

【知識・技能】

【思考・判断・表
現】

・指導事項　漢字・語彙・言
語知識・内容理解・課題作成
・教材　教科書・プリント・
資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】漢字や語彙の知識が身についたか
情報活用能力が身についたか
【思考・判断・表現】授業中の発問に適切に答
え、課題を作成したか
【主体的に学習に取り組む態度】授業に出席し、
真摯に取り組んだか

定期考査

【知識・技能】漢
字・語彙・言語知
識
【思考・判断・表
現】文章内容の理
解・課題作文

・指導事項　漢字・語彙・言
語知識・内容理解・課題作成
・教材　教科書・プリント・
資料
・一人１台端末の活用　等



〇 〇
定期考査

1

D 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

１
学
期

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】

【思考・判断・表
現】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等



〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

配当
時数

知 思

E 単元　８説得力のある提案をしよう
【知識及び技能】漢字の習熟・語彙の
増加・言語知識の獲得
【思考力、判断力、表現力等】効果的
な表現ができたか
【学びに向かう力、人間性等】授業及
び自らの課題に真摯に取り組む

15

単元の具体的な指導目標

定期考査
1

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

K 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

1

I 単元　心をつかむ表現
【知識及び技能】　漢字の習熟・語彙
の増加・言語知識の獲得
【思考力、判断力、表現力等】　効果
的な表現ができたか
【学びに向かう力、人間性等】授業及
び自らの課題に真摯に取り組む

10

J 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】

【思考・判断・表
現】

・指導事項　漢字・語彙・言
語知識・内容理解・課題作成
・教材　教科書・プリント・
資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】漢
字・語彙・言語知
識
【思考・判断・表
現】文章内容の理
解・課題作文

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】

【思考・判断・表
現】

15

H 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

G 単元　９表現を楽しもう
【知識及び技能】漢字の習熟・語彙の
増加・言語知識の獲得
【思考力、判断力、表現力等】効果的
な表現ができたか
【学びに向かう力、人間性等】授業及
び自らの課題に真摯に取り組む

評価規準

【知識・技能】

【思考・判断・表
現】

・指導事項　漢字・語彙・言
語知識・内容理解・課題作成
・教材　教科書・プリント・
資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】漢
字・語彙・言語知
識
【思考・判断・表
現】文章内容の理
解・課題作文

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】

【思考・判断・表
現】

F 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

３
学
期

２
学
期

態

【知識・技能】漢字や語彙の知識が身についたか
効果的な表現ができたか
【思考・判断・表現】　授業中の発問に適切に答
え、課題を作成したか
【主体的に学習に取り組む態度】授業に出席し、
真摯に取り組んだか

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】漢字や語彙の知識が身についたか
効果的な表現ができたか
【思考・判断・表現】授業中の発問に適切に答
え、課題を作成したか
【主体的に学習に取り組む態度】授業に出席し、
真摯に取り組んだか

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】漢字や語彙の知識が身についたか
効果的な表現ができたか
【思考・判断・表現】　授業中の発問に適切に答
え、課題を作成したか
【主体的に学習に取り組む態度】授業に出席し、
真摯に取り組んだか

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査
1

内容のまとまり指導項目・内容

・指導事項　漢字・語彙・言
語知識・内容理解・課題作成
・教材　教科書・プリント・
資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】漢
字・語彙・言語知
識
【思考・判断・表
現】文章内容の理
解・課題作文

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等



備
考

合計

75



東京都立北豊島工科高等学校【定時制課程】　年間授業計画（令和７年度様式）

高等学校 令和７年度

第 ４ M 組

使用教科書： 新編数学A新編数学Aサポートブック

の目標

の目標

〇 〇 13

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知・技 思・判・表 態

１
学
期

第１章　場合の数と確率
【知識及び技能】
　順列・組合せの計算をすることがで
きる。
　重複順列を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　順列・組合せについて理解し、場合
の数の総数を求めていく過程を見通し
良く行う手段を見出そうとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　順列・組合せの総数を求めようとし
ている。

・指導事項
　順列と組合せ
・教材
　ワークシート

【知識及び技能】
　順列・組合せの計算をすることができる。
　重複順列を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　順列・組合せについて理解し、場合の数の総数
を求めていく過程を見通し良く行う手段を見出そ
うとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　順列・組合せの総数を求めようとしている。

〇

定期考査

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。

 「 数学 」 

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する
力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

発行者 #N/A

教科

教科書記号・番号 #N/A

対象学年組： 学年 単位数： 単位 教科担当者：

教科 科目数学 数学A

教科書名

【学びに向かう力、人間性等】

科目

　数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深
めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造
性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

場合の数と確率，図形の性質についての基本的な概
念や、原理・法則を体系的に理解するとともに事象
を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

図形を多面的にみたり目的に応じて適切に変形した
りする力、図形の構成要素間の関係に着目し、図形
の性質について論理的に考察し表現する力、場合の
数に着目し、事象を的確に表現してその特徴を表、
式、グラフを相互に関連付けて考察する力、事象に
対し、適切な手法を選択して分析を行い、問題を解
決したり、解決の過程や結果を考察し判断したりす
る力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

 「 数学A 」 

【思考力、判断力、表現力等】



２
学
期

28

備
考

定期考査

〇 〇

合計

３
学
期

第４章　数学と人間の活動
【知識及び技能】
　与えられた自然数が何の倍数かを判
定することができる。
　あまりによる自然数の分類を行うこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　ユークリッドの互除法に関して理解
している。
　素因数分解を利用して最大公約数や
最小公倍数を求める過程を理解してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　不定方程式を求めようとしている。

・指導事項
　数学と人間の活動
・教材
　ワークシート

第４章　数学と人間の活動
【知識及び技能】
　与えられた自然数が何の倍数かを判定すること
ができる。
　あまりによる自然数の分類を行うことができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　ユークリッドの互除法に関して理解している。
　素因数分解を利用して最大公約数や最小公倍数
を求める過程を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
　不定方程式を求めようとしている。

〇

思・判・表 態
配当
時数

第３章　図形の性質
【知識及び技能】
　線分を内分する点、外分する点、重
心を求めることができる。
　円に内接する三角形や四角形の角度
または長さを求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　内心・外心・重心を活用して、様々
な三角形の性質・特徴を考察すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　様々な図形の角度や線分の長さを求
めようとしている。

・指導事項
　図形の性質
・教材
　ワークシート

【知識及び技能】
　線分を内分する点、外分する点、重心を求める
ことができる。
　円に内接する三角形や四角形の角度または長さ
を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　内心・外心・重心を活用して、様々な三角形の
性質・特徴を考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　様々な図形の角度や線分の長さを求めようとし
ている。

〇 15

指導項目・内容 評価規準 知・技

〇 〇

単元の具体的な指導目標



東京都立北豊島工科高等学校【定時制課程】　年間授業計画

高等学校 令和7年度（4学年用）

第 ４ M 組 １

使用教科書：

の目標

の目標

〇

【知識】
・陸上競技の各種目で用いられる技術の名称があ
り、それぞれの技術には、記録の向上につながる重
要な動きのポイントがあることについて、学習した
具体例を挙げている。
・技術と関連させた運動や練習を繰り返したり、継
続して行ったりすることで、結果として体力を高め
ることができることについて、言ったり書き出した
りしている。
【技能】
・スタートダッシュでは地面を力強くキックして、
徐々に上体を起こしていき加速することができる。
・スタートダッシュから１台目のハードルを勢いよ
く走り越すことができる。
【思考・判断・表現】
・自己や仲間の技術的な課題やその課題解決に有効
な練習方法の選択について、自己の考えを伝えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・陸上競技の学習に自主的に取り組もうとしてい
る。
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよ
うとしている。
・健康・安全を確保している。

１
学
期

A 体つくり運動
【知識及び技能】
次の運動を通して、体を動かす楽しさや
心地よさを味わい、運動を継続する意
義、体の構造、運動の原則を理解すると
ともに、健康の保持増進や体力の向上を
目指すことができるようにする。
ア 体ほぐしの運動では、手軽な運動を
行い、心と体は互いに影響し変化するこ
とや心身の状態に気付き、仲間と自主的
に関わり合うことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や仲間の課題を発見し、運動の取り
組み方を工夫するとともに、自己や仲間
の考えたことを他者に伝えることができ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
体つくり運動に自主的に取り組むととも
に、健康・安全を確保することができる
ようにする。

(ア)体ほぐしの運動
・のびのびとした動作で用具などを用い
た運動
・リズムに乗って心が弾むような運動
・緊張したり緊張を解いて脱力したりす
る運動
・いろいろな条件で、歩いたり走ったり
飛び跳ねたりする運動
・仲間と協力して課題を達成するなど、
集団で挑戦するような運動

・教材：教科書、学習カード
・一人１台端末の活用：映像資料や学習
カード等を各自の端末に配信するととも
に、作成したデータをポートフォリオと
して蓄積し今後の学習に活用する。

【知識・技能】
・定期的・計画的に運動を継続することは、心身の
健康、健康や体力の保持増進につながる意義がある
ことについて、言ったり書き出したりしている。
・運動を安全に行うには、関節への負荷がかかりす
ぎないようにすることや軽い運動から始めるなど、
徐々に筋肉を温めてから行うことについて、言った
り書き出したりしている。
【思考・判断・表現】
・ねらいや体力の程度を踏まえ、自己や仲間の課題
に応じた強度、時間、回数、頻度を設定している。
・体力の程度や性別等の違いに配慮して、仲間とと
もに体つくり運動を楽しむための活動の方法や修正
の仕方を見付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・体つくり運動の学習に自主的に取り組もうとして
いる。
・健康・安全を確保している。

〇

Ｃ　陸上競技
【知識及び技能】
（1） 次の運動について、記録の向上や
競争の楽しさや喜びを味わい、技術の名
称や行い方、体力の高め方を理解すると
ともに、各種目特有の技能を身に付ける
ことができるようにする。
ア 短距離走・リレーでは、中間走への
つなぎを滑らかにして速く走ること、
ハードル走では、スピードを維持した走
りからハードルを低く越すことができる
ようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
動きなどの自己や仲間の課題を発見し、
運動の取り組み方を工夫するとともに、
自己の考えたことを他者に伝えることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に自主的に取り組むとともに、
一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大
切にしようとすることなどや、健康・安
全を確保することができるようにする。

〇

教科 科目保健体育 体育

【思考力、判断力、表現力等】

対象学年組： 学年 単位数： 単位 教科担当者： 鈴木　悠太

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を活用できる
ようにする。

 「 保健体育 」 

運動や健康についての自他や社会の課題を探究し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者
に教える力を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

発行者 大修館

教科

教科書記号・番号 保体７０１

〇 3

配当
時数

指導項目・内容 評価規準 知・技 思・判・表 態

〇 〇 6

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活
を営む態度を養う。

教科書名 現代高等保健体育

【学びに向かう力、人間性等】

科目

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取
り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参
画する、一人一人の個性を大切にする意欲を育てる
とともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって
継続して運動に親しむ態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】

(ア)短距離走・リレー
(ウ)ハードル走

・教材：教科書、学習カード
・一人１台端末の活用：映像資料や学習
カード等を各自の端末に配信するととも
に、作成したデータをポートフォリオと
して蓄積し今後の学習に活用する。

単元の具体的な指導目標

【思考力、判断力、表現力等】

運動の合理的・計画的な実践を通して、運動の楽し
さや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊か
に継続することができるようにするため、運動の多
様性や体力の必要性について理解し、技能を活用す
る。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を
発見・探究し、合理的・計画的な解決に向けて思考
し判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他
者に伝える力を養う。

 「 体育 」 



１
学
期

Ｈ　体育理論「１スポーツの文化的特性
や現代のスポーツの発展」
【知識及び技能】
・スポーツは、人類の歴史とともに始ま
り、その理念が時代に応じて多様に変容
してきていること、また、我が国から世
界に普及し、発展しているスポーツがあ
ることを理解することができる。
・現代のスポーツは、オリンピックやパ
ラリンピック等の国際大会を通して、国
際親善や世界平和に大きな役割を果た
し、共生社会の実現にも寄与しているこ
と、また、ドーピングは、フェアプレイ
の精神に反するなど、能力の限界に挑戦
するスポーツの文化的価値を失わせるこ
とを理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの歴史的発展と多様な変化や
現代のスポーツの意義や価値について、
事実や理念を整理したり、自己のスポー
ツへの関わりを見いだしたりして、自己
や社会にスポーツがもたらす影響につい
て課題を発見することができるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
スポーツの文化的特性や現代スポーツの
発展についての学習に、自主的に取り組
もうとすることができるようにする。

Ｅ　球技　ウ　ベースボール型
「ソフトボール」
【知識及び技能】
（1） 次の運動について、勝敗を競う楽
しさや喜びを味わい、技術の名称や行い
方、体力の高め方、運動観察の方法など
を理解する(とともに)、(作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開する)こ
とができるようにする。
ウ ベースボール型では、安定したバッ
ト操作と走塁での攻撃、ボール操作と連
携した守備などによって攻防をすること
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発見
し、(合理的な解決に向けて運動の取り
組み方を工夫するとともに)、自己や仲
間の考えたことを他者に伝えることがで
きるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに、
(フェアなプレイを大切にしようとする
こと)、(作戦などについての話合いに貢
献しようとすること)、一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしようとす
ること、(互いに助け合い教え合おうと
すること)(などや)、健康・安全を確保す
ることができるようにする。

ウ　ソフトボール

・教材：教科書、学習カード
・一人１台端末の活用：映像資料や学習
カード等を各自の端末に配信するととも
に、作成したデータをポートフォリオと
して蓄積し今後の学習に活用する。

【知識】
・球技の各型の各種目において用いられる技術や戦
術、作戦には名称があり、それらを身に付けるため
のポイントがあることについて、学習した具体例を
挙げている。
【技能】
・タイミングを合わせてボールを捉えることができ
る。
・ねらった方向にボールを打ち返すことができる。
・ねらった方向へステップを踏みながら、一連の動
きでボールを投げることができる。
【思考・判断・表現】
・自己や仲間の技術的な課題やチームの作戦・戦術
についての課題や課題解決に有効な練習方法の選択
について、自己の考えを伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ソフトボールの学習に自主的に取り組もうとして
いる。
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦及び修正など
を大切にしようとしている。
健康・安全を確保している。

〇

1

(ア)スポーツの歴史的発展と多様な変化
(イ)現代のスポーツの意義や価値

・教材：教科書、学習カード
・一人１台端末の活用：映像資料や学習
カード等を各自の端末に配信するととも
に、作成したデータをポートフォリオと
して蓄積し今後の学習に活用する。

【知識・技能】
スポーツは、人類の歴史とともに世界各地で日常の
遊びや生活などから生まれてきたこと、近代になっ
て、スポーツは娯楽から競技に変化し、一般の人び
とに広がっていったこと、現代では、競技だけでな
く、広く身体表現や身体活動を含む概念としてス
ポーツが用いられるようになってきており、その理
念が時代に応じて多様に変容してきていることつい
て、言ったり書き出したりしている。また、近年で
は、我が国から世界に普及し、発展しているスポー
ツがあり、日本の文化の発信に貢献していることに
ついて、言ったり書き出したりしている。現代のス
ポーツは、国際親善や世界平和に大きな役割を果た
しており、その代表的なものにオリンピックやパラ
リンピック等の国際大会があることついて、言った
り書き出したりしている。オリンピックムーブメン
トは、オリンピック競技大会を通じて、人々の友好
を深め世界の平和に貢献しようとするものであるこ
と、また、パラリンピック等の国際大会が、障害の
有無等を超えてスポーツを楽しむことができる共生
社会の実現に寄与していることについて、言ったり
書き出したりしている。
【思考・判断・表現】
・スポーツの歴史的発展と多様な変化や現代のス
ポーツの意義や価値について、事実や理念を整理し
たり、自己のスポーツへの関わりを見いだしたりし
て、自己や社会にスポーツがもたらす影響について
課題を発見している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展につ
いての学習に、自主的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

〇 〇 5



態
配当
時数

思・判・表

２
学
期

Ｅ　球技　イ　ネット型
「バドミントン」
【知識及び技能】
（１） 次の運動について、勝敗を競う
楽しさや喜びを味わい、技術の名称や行
い方、体力の高め方、運動観察の方法な
どを理解する(とともに)、(作戦に応じた
技能で仲間と連携しゲームを展開する)
ことができるようにする。
イネット型では、役割に応じたボール操
作や安定した用具の操作と連携した動き
によって空いた場所をめぐる攻防をする
ことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・攻防などの自己やチームの課題を発見
し、(合理的な解決に向けて運動の取り
組み方を工夫するとともに)、自己や仲
間の考えたことを他者に伝えることがで
きるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・球技に自主的に取り組むとともに、
(フェアなプレイを大切にしようとする
こと)、(作戦などについての話合いに貢
献しようとすること)、一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしようとす
ること、(互いに助け合い教え合おうと
すること)(などや)、健康・安全を確保す
ることができるようにする。

イ　バドミントン

・教材：教科書、学習カード
・一人１台端末の活用：映像資料や学習
カード等を各自の端末に配信するととも
に、作成したデータをポートフォリオと
して蓄積し今後の学習に活用する。

【知識】
・球技の各型の各種目において用いられる技術や戦
術、作戦には名称があり、それらを身に付けるため
のポイントがあることについて、学習した具体例を
挙げている。
・戦術や作戦に応じて、技能をゲーム中に適切に発
揮することが攻防のポイントであることについて、
学習した具体例を挙げている。
【技能】
・サービスでは、シャトルをねらった場所に打つこ
とができる。
・シャトルを相手側のコートの空いた場所やねらっ
た場所に打ち返すことができる。
・腕やラケットを強く振って、ネットより高い位置
から相手側のコートに打ち込むことができる。
【思考・判断・表現】
・バドミントンについて、合理的な動きと自己や仲
間の動きを比較して、成果や改善すべきポイントと
その理由を仲間に伝えている。
・体力や技能の程度、性別等の違いに配慮して、仲
間とともに球技を楽しむための活動の方法や修正の
仕方を見付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・バドミントンの学習に自主的に取り組もうとして
いる。
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦及び修正など
を大切にしようとしている。
・健康・安全を確保している。

〇 〇 〇 8

Ｅ　球技　ア　ゴール型
「サッカー」
【知識及び技能】
（１） 次の運動について、勝敗を競う
楽しさや喜びを味わい、(技術の名称や
行い方、体力の高め方、運動観察の方法
などを理解するとともに)、作戦に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開する
ことができるようにする。
アゴール型では、安定したボール操作と
空間を作りだすなどの動きによってゴー
ル前への侵入などから攻防をすることが
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・攻防などの自己やチームの課題を発見
し、合理的な解決に向けて運動の取り組
み方を工夫するとともに、(自己や仲間
の考えたことを他者に伝える)ことがで
きるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・サッカーに自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしようとす
ること、作戦などについての話合いに貢
献しようとすること、(一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしようとす
ること)、(互いに助け合い教え合おうと
すること)(などや)、健康・安全を確保す
ることができるようにする。

ア　サッカー

・教材：教科書、学習カード
・一人１台端末の活用：映像資料や学習
カード等を各自の端末に配信するととも
に、作成したデータをポートフォリオと
して蓄積し今後の学習に活用する。

【知識】
・戦術や作戦に応じて、技能をゲーム中に適切に発
揮することが攻防のポイントであることについて、
学習した具体例を挙げている。
【技能】
・味方が操作しやすいパスを送ることができる。
・ゴール前に広い空間を作りだすために、守備者を
引きつけてゴールから離れることができる。
・パスを出した後に次のパスを受ける動きをするこ
とができる。
【思考・判断・表現】
・サッカーの合理的な動きと自己や仲間の動きを比
較して、成果や改善すべきポイントとその理由を仲
間に伝えている。
・チームで分担した役割に関する成果や改善すべき
ポイントについて、自己の活動を振り返っている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・サッカーの学習に自主的に取り組もうとしてい
る。
・相手を尊重するなどのフェアなプレイを大切にし
ようとしている。
・作戦などについての話合いに貢献しようとしてい
る。
・健康・安全を確保している。

〇 〇 〇 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知・技



２
学
期

Ｈ　体育理論「１スポーツの文化的特性
や現代のスポーツの発展」
【知識及び技能】
・現代のスポーツは、経済的な波及効果
があり、スポーツ産業が経済の中で大き
な影響を及ぼしていること。また、ス
ポーツの経済的な波及効果が高まるにつ
れ、スポーツの高潔さなどが一層求めら
れることを理解できるようにする。
・スポーツを行う際は、スポーツが環境
や社会にもたらす影響を考慮し、多様性
への理解や持続可能な社会の実現に寄与
する責任ある行動が求められることを理
解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの歴史的発展と多様な変化や
現代のスポーツの意義や価値について、
事実や理念を整理したり、自己のスポー
ツへの関わりを見いだしたりして、自己
や社会にスポーツがもたらす影響につい
て課題を発見することができるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
スポーツの文化的特性や現代スポーツの
発展についての学習に、自主的に取り組
もうとすることができるようにする。

(ウ)スポーツの経済効果と高潔さ
(エ)スポーツが環境や社会にもたらす影
響

・教材：教科書、学習カード
・一人１台端末の活用：映像資料や学習
カード等を各自の端末に配信するととも
に、作成したデータをポートフォリオと
して蓄積し今後の学習に活用する。

【知識・技能】
・現代のスポーツの経済的効果には、スポーツの実
施による直接的な効果のみならず、例えば、スポー
ツ用品、スポーツに関する情報やサービス、スポー
ツ施設などの広範な業種から構成されるスポーツ産
業による効果、スポーツイベント等による波及的な
経済的効果があり、経済活動に大きな影響を及ぼし
ていることについて、言ったり書きだしたりしてい
る。なお、スポーツの経済的波及効果が高まること
に伴って、スポーツの価値をおとしめる可能性が生
じることから、スポーツに関わる全ての人々に、ス
ポーツの価値を一層高める関わり方が求められてい
ることについて、言ったり書きだしたりしている。
・スポーツに関わる人々の増加は、例えば、地域の
人々の生活や社会環境にも様々な影響をもたらすよ
うになっていることについて、言ったり書きだした
りしている。また、スポーツを行う際には、提供
者、利用者の双方が持続可能な社会の実現や共生社
会の実現を視野に入れた取組が求められることにつ
いて、言ったり書きだしたりしている。
【思考・判断・表現】
・スポーツの経済的効果と高潔さやスポーツが環境
や社会へもたらす影響について、習得した知識を基
に、持続可能なスポーツの発展のための課題の解決
に向けて、自己の提案を言葉や文章などを通して他
者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展につ
いての学習に、自主的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 1



3
学
期

(ア)体ほぐしの運動
・のびのびとした動作で用具などを用い
た運動
・リズムに乗って心が弾むような運動
・緊張したり緊張を解いて脱力したりす
る運動
・いろいろな条件で、歩いたり走ったり
飛び跳ねたりする運動
・仲間と協力して課題を達成するなど、
集団で挑戦するような運動

・教材：教科書、学習カード
・一人１台端末の活用：映像資料や学習
カード等を各自の端末に配信するととも
に、作成したデータをポートフォリオと
して蓄積し今後の学習に活用する。

【知識・技能】
・定期的・計画的に運動を継続することは、心身の
健康、健康や体力の保持増進につながる意義がある
ことについて、言ったり書き出したりしている。
・運動を安全に行うには、関節への負荷がかかりす
ぎないようにすることや軽い運動から始めるなど、
徐々に筋肉を温めてから行うことについて、言った
り書き出したりしている。
【思考・判断・表現】
・ねらいや体力の程度を踏まえ、自己や仲間の課題
に応じた強度、時間、回数、頻度を設定している。
・体力の程度や性別等の違いに配慮して、仲間とと
もに体つくり運動を楽しむための活動の方法や修正
の仕方を見付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・体つくり運動の学習に自主的に取り組もうとして
いる。
・健康・安全を確保している。

〇 〇 〇 4

Ｈ　体育理論「１スポーツの文化的特性
や現代のスポーツの発展」
【知識及び技能】
・現代のスポーツは、経済的な波及効果
があり、スポーツ産業が経済の中で大き
な影響を及ぼしていること。また、ス
ポーツの経済的な波及効果が高まるにつ
れ、スポーツの高潔さなどが一層求めら
れることを理解できるようにする。
・スポーツを行う際は、スポーツが環境
や社会にもたらす影響を考慮し、多様性
への理解や持続可能な社会の実現に寄与
する責任ある行動が求められることを理
解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの歴史的発展と多様な変化や
現代のスポーツの意義や価値について、
事実や理念を整理したり、自己のスポー
ツへの関わりを見いだしたりして、自己
や社会にスポーツがもたらす影響につい
て課題を発見することができるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
スポーツの文化的特性や現代スポーツの
発展についての学習に、自主的に取り組
もうとすることができるようにする。

(ウ)スポーツの経済効果と高潔さ
(エ)スポーツが環境や社会にもたらす影
響

・教材：教科書、学習カード
・一人１台端末の活用：映像資料や学習
カード等を各自の端末に配信するととも
に、作成したデータをポートフォリオと
して蓄積し今後の学習に活用する。

【知識・技能】
・現代のスポーツの経済的効果には、スポーツの実
施による直接的な効果のみならず、例えば、スポー
ツ用品、スポーツに関する情報やサービス、スポー
ツ施設などの広範な業種から構成されるスポーツ産
業による効果、スポーツイベント等による波及的な
経済的効果があり、経済活動に大きな影響を及ぼし
ていることについて、言ったり書きだしたりしてい
る。なお、スポーツの経済的波及効果が高まること
に伴って、スポーツの価値をおとしめる可能性が生
じることから、スポーツに関わる全ての人々に、ス
ポーツの価値を一層高める関わり方が求められてい
ることについて、言ったり書きだしたりしている。
・スポーツに関わる人々の増加は、例えば、地域の
人々の生活や社会環境にも様々な影響をもたらすよ
うになっていることについて、言ったり書きだした
りしている。また、スポーツを行う際には、提供
者、利用者の双方が持続可能な社会の実現や共生社
会の実現を視野に入れた取組が求められることにつ
いて、言ったり書きだしたりしている。
【思考・判断・表現】
・スポーツの経済的効果と高潔さやスポーツが環境
や社会へもたらす影響について、習得した知識を基
に、持続可能なスポーツの発展のための課題の解決
に向けて、自己の提案を言葉や文章などを通して他
者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展につ
いての学習に、自主的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 1

Ｅ　球技　ア　ゴール型
「バスケットボール」
【知識及び技能】
（１） 次の運動について、勝敗を競う
楽しさや喜びを味わい、(技術の名称や
行い方、体力の高め方、運動観察の方法
などを理解するとともに)、作戦に応じ
た技能で仲間と連携しゲームを展開する
ことができるようにする。
アゴール型では、安定したボール操作と
空間を作りだすなどの動きによってゴー
ル前への侵入などから攻防をすることが
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・攻防などの自己やチームの課題を発見
し、合理的な解決に向けて運動の取り組
み方を工夫するとともに、(自己や仲間
の考えたことを他者に伝える)ことがで
きるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・バスケットボールに自主的に取り組む
とともに、フェアなプレイを大切にしよ
うとすること、作戦などについての話合
いに貢献しようとすること、(一人一人
の違いに応じたプレイなどを大切にしよ
うとすること)、(互いに助け合い教え合
おうとすること)(などや)、健康・安全を
確保することができるようにする。

ア　バスケットボール

・教材：教科書、学習カード
・一人１台端末の活用：映像資料や学習
カード等を各自の端末に配信するととも
に、作成したデータをポートフォリオと
して蓄積し今後の学習に活用する。

【知識】
・戦術や作戦に応じて、技能をゲーム中に適切に発
揮することが攻防のポイントであることについて、
学習した具体例を挙げている。
【技能】
・味方が操作しやすいパスを送ることができる。
・ゴール前に広い空間を作りだすために、守備者を
引きつけてゴールから離れることができる。
・パスを出した後に次のパスを受ける動きをするこ
とができる。
【思考・判断・表現】
・バスケットボールの合理的な動きと自己や仲間の
動きを比較して、成果や改善すべきポイントとその
理由を仲間に伝えている。
・チームで分担した役割に関する成果や改善すべき
ポイントについて、自己の活動を振り返っている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・バスケットボールの学習に自主的に取り組もうと
している。
・相手を尊重するなどのフェアなプレイを大切にし
ようとしている。
・作戦などについての話合いに貢献しようとしてい
る。
・健康・安全を確保している。

〇 〇 〇 5

A 体つくり運動
【知識及び技能】
次の運動を通して、体を動かす楽しさや
心地よさを味わい、運動を継続する意
義、体の構造、運動の原則などを理解す
るとともに、健康の保持増進や体力の向
上を目指し、目的に適した運動の計画を
立て取り組むことができるようにする。
ア 体ほぐしの運動では、手軽な運動を
行い、心と体は互いに影響し変化するこ
とや心身の状態に気付き、仲間と自主的
に関わり合うことができるようにする。
イ 実生活に生かす運動の計画では、ね
らいに応じて、健康の保持増進や調和の
とれた体力の向上を図るための運動の計
画を立て取り組むことができるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や仲間の課題を発見し、合理的な解
決に向けて運動の取り組み方を工夫する
とともに、自己や仲間の考えたことを他
者に伝えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
体つくり運動に自主的に取り組むととも
に、互いに助け合い教え合おうとするこ
と、一人一人の違いに応じた動きなどを
大切にしようとすること、話合いに貢献
しようとすることなどや、健康・安全を
確保することができるようにする。
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東京都立北豊島工科高等学校【定時制課程】　年間授業計画（令和７年度様式）

高等学校 令和７年度（３、４学年用）

第 ４ M 組 ２

使用教科書：

の目標

の目標

話 話

[や] [発]

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

話 話

[や] [発]
聞 読

評価規準 知

定期考査
1

思 態
配当
時数書

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

Lesson12  アイドル最高！
【知識及び技能】
動名詞を使った文を理解している。
動名詞を使った文の理解を基に，好き
なことについて，理由とあわせて発表
する技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
好きなことについて，聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の考
えを理由とあわせて聞き手にわかりや
すく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
好きなことについて，聞いたり読んだ
りしたことを活用しながら，自分の考
えを理由とあわせて聞き手に積極的に
伝えようとしている。

Lesson1４ 何に使うもの？
【知識及び技能】
to不定詞（副詞的用法，形容詞的用
法）を使った文を理解し、それらを
使った文の理解を基に，最近訪れた場
所とその目的について対話する技能を
身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
最近訪れた場所とその目的について，
聞いたり読んだりしたことを活用しな
がら，自分の考えを聞き手にわかりや
すく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
最近訪れた場所とその目的について，
聞いたり読んだりしたことを活用しな
がら，自分の考えを聞き手に積極的に
伝えようとしている。

【知識及び技能】
to不定詞（副詞的用法，形容詞的用法）を使っ
た文を理解し、それらを使った文の理解を基
に，最近訪れた場所とその目的について対話す
る技能を身につけることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
最近訪れた場所とその目的について，聞いたり
読んだりしたことを活用しながら，自分の考え
を聞き手にわかりやすく伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
最近訪れた場所とその目的について，聞いたり
読んだりしたことを活用しながら，自分の考え
を聞き手に積極的に伝えようとすることができ
る。

7

領域

書聞 読

・指導事項　　　　　　　　　o
不定詞（副詞的用法，形容詞的用
法）　　　　　　　　　　　最近
訪れた場所とその目的について対
話する。
・教材（教科書、プリント等）
・一人１台端末の活用　等

1

実際に英語を用いた言語活動を通じて、五つの領
域別の目標を達成するのにふさわしいものについ
て理解するとともに、文法事項についてその構造
を理解し、言語材料と言語活動とを効果的に関連
付け、実施のコミュニケーションにおいて活用で
きる技能を身に付けている。

具体的な課題等を設定し、コミュニケーションを
行う目的や場面、状況などに応じて、情報を整理
しながら考えなどを形成し、文法事項についてそ
の構造を理解し、これらを論理的に適切な英語で
表現することができる。

言語活動を行うに当たり、言語の使用場面や言語
の働きの中から、五つの領域別の目標を達成する
にふさわしいものを取り上げ、有機的に組み合わ
せて活用できる。

単元の具体的な指導目標 評価規準 知

Lesson13 備えあれば…
Step Up 2  パラグラフ・ライティングをしよう

【知識及び技能】
to不定詞（名詞的用法，It is 〜 to ...）を
使った文を理解し、それを基に，将来の
自分にとって必要なことについて，理由
とあわせて発表する技能を身につけてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・将来の自分にとって必要なことについ
て，聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，自分の考えを理由とあわせて聞
き手にわかりやすく伝えている。・パラ
グラフの構成を理解している。
Lesson 13までに学んだ知識を基に，パラ
グラフの構成を理解し，それらを実際の
英文に当てはめて書く技能を身につけて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
・将来の自分にとって必要なことについ
て，聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，自分の考えを理由とあわせて聞
き手に積極的に伝えようとしている。・
トピックセンテンスとサポートセンテン
スの区別を意識しながら，適切に英文を
配置しようとしている。

【知識及び技能】
to不定詞（名詞的用法，It is 〜 to ...）を使った
文を理解し、それを基に，将来の自分にとって
必要なことについて，理由とあわせて発表する
技能を身につけることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・将来の自分にとって必要なことについて，聞
いたり読んだりしたことを活用しながら，自分
の考えを理由とあわせて聞き手にわかりやすく
伝ることができる。・パラグラフの構成を理解
することができる。
Lesson 13までに学んだ知識を基に，パラグラフ
の構成を理解し，それらを実際の英文に当ては
めて書く技能を身につけることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・将来の自分にとって必要なことについて，聞
いたり読んだりしたことを活用しながら，自分
の考えを理由とあわせて聞き手に積極的に伝え
ようとすることができる。・トピックセンテン
スとサポートセンテンスの区別を意識しなが
ら，適切に英文を配置しようとすることができ
る。
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【知識及び技能】
動名詞を使った文を理解することができる。
動名詞を使った文の理解を基に，好きなことに
ついて，理由とあわせて発表する技能を身につ
けることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
好きなことについて，聞いたり読んだりしたこ
とを活用しながら，自分の考えを理由とあわせ
て聞き手にわかりやすく伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
好きなことについて，聞いたり読んだりしたこ
とを活用しながら，自分の考えを理由とあわせ
て聞き手に積極的に伝えようとすることができ
る。

8

定期考査

指導項目・内容

・指導事項
Lesson 11までに学んだ文法事項
・オリジナルのクイズを作成し，
クラスで発表する。
・道案内でのいろいろな状況を想
定して会話をする。　　　　　・
教材（教科書、プリント等）
・一人１台端末の活用

・指導事項
動名詞
好きなことについて，理由とあわ
せて発表する。　　　　　　・教
材（教科書、プリント等）
・一人１台端末の活用　等

・指導事項
to不定詞（名詞的用法，It is 〜 to ...）

・将来の自分にとって必要なこと
について，理由とあわせて発表す
る。・流れに合った英文を作る。
・教材（教科書、プリント等）
・一人１台端末の活用　等

思 態
配当
時数

１
学
期

Action!　Part 3
「いちばん」当てクイズを作ろう
Scene 2 　道案内をしよう
【知識及び技能】
Lesson 11までに学んだ文法事項を理解
し,それを基に，オリジナルのクイズを
作成し，クラスで発表する技能を身に
つけている。また、道案内で使ういろ
いろな表現を理解し、それを基に，多
様な状況で会話する技能を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
オリジナルのクイズを作成するために
ペアやグループで話し合った内容や表
現を整理してわかりやすい英語で伝え
ている。また、道案内での多様な状況
を想定しながら，自分の意思を相手に
わかりやすく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
好きなスポーツや科目などについて対
話したり，自己紹介したりしようとす
る。また、道案内での多様な状況を想
定しながら，自分の意思を相手に積極
的に伝えようとしている。

【知識及び技能】
　Lesson 11までに学んだ文法事項を理解し,そ
れを基に，オリジナルのクイズを作成し，クラ
スで発表する技能を身につけることができる。
また、道案内で使ういろいろな表現を理解し、
それを基に，多様な状況で会話する技能を身に
つけることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
オリジナルのクイズを作成するためにペアやグ
ループで話し合った内容や表現を整理してわか
りやすい英語で伝えることができる。また、道
案内での多様な状況を想定しながら，自分の意
思を相手にわかりやすく伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
好きなスポーツや科目などについて対話した
り，自己紹介したりしようとすることができ
る。また、道案内での多様な状況を想定しなが
ら，自分の意思を相手に積極的に伝えようとす
ることができる。
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【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

教科  「 外国語 」 

【 知　識　及　び　技　能 】

文法事項についてその構造を理解し、それらが使われた文章や音声を通して、読む・聞く能力の向上を図る。外国
語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、読むこと、
話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる
技能を身につけるようにする.

【思考力、判断力、表現力等】

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報
や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して適切に表現し
たり伝え合ったりすることができる力を養う。また、ペアワークやグループワークなどを通して、理解した文法事
項を実際に用いる機会を用意し、話す・聞く能力の向上を図る。

発行者 開隆堂 教科書記号・番号 LⅠ７０２ 教科書名 Amity English Logic and Expression Ⅰ

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を深め、また、ペアワークやグループワークやスピーチなどを通して、聞き
手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする
態度を養う。

科目  「 論理・表現Ⅰ 」 

教科 外国語 科目 論理・表現Ⅰ

対象学年組： 学年 単位数： 単位 教科担当者： 小田桐　のり子

・単元の具体的な指導目標⇒単元ごとの目標を３

観点それぞれで入力してください。

・指導項目・内容⇒指導事項や使用教材、ＩＣＴ

の活用などについて記入してください。

・評価規準⇒参考資料をもとに、単元で評価を行

う観点の入力を行ってください。また、実際に評

価を行う観点について表に〇を入力してください

（プルダウンで選択）

・配当時数⇒単元で計画している時数を入力して

ください。合計は２ページ目の最下部に反映され

ますので、単位時間数が１単位につき３５単位時

間を下らないようにしてください。

※学期ごとの入力枠（単元数）が不足したり、多

すぎる場合は、列を挿入ｏｒ削除して対応してく

ださい。（定期考査の枠も同様）

※年間で２ページ以内に収まるように文字のポイ

ントや列の幅などを調整してください。

※単元名や目標等と１学期が１ページ目、２・３

学期が２ページ目の設定となっています。

教科、科目、学年、単位数、教科担当者、教

科書情報をプルダウンリストから選択してく

ださい。

教科書を選択すれば、教科書の発行者、教科

書番号・記号は自動で反映されます。

教科、科目の目標欄の「教科名」「科目名」

は自動で反映されます。

教科・科目の目標は学習指導要領を参照し直

接入力してください。

【作成の際の参考資料】

〇学習指導要領

〇「指導と評価の一体化」のための学習

評価に関する参考資料）



〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

定期考査
1

Lesson19  もしも私が…
【知識及び技能】
仮定法過去を使った文を理解し、それ
を基に，行ってみたい時代について，
理由とあわせて発表する技能を身につ
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
行ってみたい時代について，理由とあ
わせて聞いたり読んだりしたことを活
用しながら，自分の考えを理由とあわ
せて聞き手にわかりやすく伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
行ってみたい時代について，理由とあ
わせて聞いたり読んだりしたことを活
用しながら，自分の考えを理由とあわ
せて聞き手に積極的に伝えようとして
いる。

【知識及び技能】
仮定法過去を使った文を理解し、それを基に，
行ってみたい時代について，理由とあわせて発
表する技能を身につけることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
行ってみたい時代について，理由とあわせて聞
いたり読んだりしたことを活用しながら，自分
の考えを理由とあわせて聞き手にわかりやすく
伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
行ってみたい時代について，理由とあわせて聞
いたり読んだりしたことを活用しながら，自分
の考えを理由とあわせて聞き手に積極的に伝え
ようとすることができる。

・指導事項
関係副詞
おすすめの場所や好きな月につい
て，その魅力を発表する。　　国
内旅行と海外旅行のどちらがよいか
ミニディベートを行う。
・教材（教科書、プリント等）
・一人１台端末の活用　等

知識及び技能】
関係代名詞（主格，目的格）を使った文を理解
することができる。
関係代名詞（主格，目的格）を使った文の理解
を基に，自分が考えた特別な製品や大切な持ち
物について，その特徴を発表する技能を身につ
けることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分が考えた特別な製品や大切な持ち物につい
て，その特徴について聞いたり読んだりしたこ
とを活用しながら，自分の考えを聞き手や読み
手にわかりやすく伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分が考えた特別な製品や大切な持ち物につい
て，その特徴について聞いたり読んだりしたこ
とを活用しながら，自分の考えを聞き手や読み
手に積極的に伝えることができる。
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定期考査
1

・指導事項　　　　　　　　　関
係代名詞（主格，目的格）
自分が考えた特別な製品や大切な
持ち物について，その特徴を書い
たり発表したりする。
・教材（教科書、プリント等）
・一人１台端末の活用　等

・指導事項　　　　　　　　　分
詞（現在分詞，過去分詞）
自分の友だちや家族，持ち物につ
いて，情報とあわせて発表する。
みやげ店での多様な状況を想定し
て会話をする。
・教材（教科書、プリント等）
・一人１台端末の活用　等

３
学
期

・指導事項
仮定法過去
行ってみたい時代について，理由
とあわせて発表する。
・教材（教科書、プリント等）
・一人１台端末の活用　等

5

２
学
期

Lesson15  あの子は誰？
Scene 3  おみやげを買おう
【知識・技能】
現在分詞や過去分詞を使った文を理解
し、それを基に，自分の友だちや家
族，持ち物について，情報とあわせて
発表する技能を身につけている。ま
た、みやげ店で使ういろいろな表現を
理解し、それを基に，多様な状況で会
話する技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
自分の友だちや家族，持ち物につい
て，聞いたり読んだりしたことを活用
しながら，自分の考えを聞き手にわか
りやすく伝えている。また、みやげ店
での多様な状況を想定しながら，自分
の意思をまとめ，それを聞き手にわか
りやすく伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の友だちや家族，持ち物につい
て，聞いたり読んだりしたことを活用
しながら，自分の考えを聞き手に積極
的に伝えようとしている。

【知識・技能】
現在分詞や過去分詞を使った文を理解すること
ができる。
現在分詞や過去分詞を使った文の理解を基に，
自分の友だちや家族，持ち物について，情報と
あわせて発表する技能を身につけることができ
る。
【思考・判断・表現】
自分の友だちや家族，持ち物について，聞いた
り読んだりしたことを活用しながら，自分の考
えを聞き手にわかりやすく伝えることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の友だちや家族，持ち物について，聞いた
り読んだりしたことを活用しながら，自分の考
えを聞き手に積極的に伝えようとすることがで
きる。
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Lesson16  工場見学に行こう
【知識及び技能】
関係代名詞（主格，目的格）を使った
文を理解している。
関係代名詞（主格，目的格）を使った
文の理解を基に，自分が考えた特別な
製品や大切な持ち物について，その特
徴を発表する技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
自分が考えた特別な製品や大切な持ち
物について，その特徴について聞いた
り読んだりしたことを活用しながら，
自分の考えを聞き手や読み手にわかり
やすく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分が考えた特別な製品や大切な持ち
物について，その特徴について聞いた
り読んだりしたことを活用しながら，
自分の考えを聞き手や読み手に積極的
に伝えようとしている。

・指導事項
関係代名詞（what）　　　　　日
本からのお土産について説明する
スキットを演じる。　　　興味が
あることや忘れられないことにつ
いて発表する。
・教材（教科書、プリント等）
・一人１台端末の活用　等

Action! Part 4 日本のおみやげをプレゼ
ントしよう
Lesson17　あの日の思い出
【知識及び技能】
Lesson 16までに学んだ文法事項を理解
し、それを基に，日本からのお土産に
ついて説明するスキットを演じる技能
を身につけている。
関係代名詞（what）を使った文を理解
し、それを基に，興味があることや忘
れられないことについて発表する技能
を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
日本からのお土産について，ペアやグ
ループで話し合った内容や表現を整理
して，わかりやすい英語で伝えてい
る。
興味があることや忘れられないことに
ついて，聞いたり読んだりしたことを
活用しながら，自分の考えを聞き手に
わかりやすく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
日本からのお土産について，ペアやグ
ループで話し合った内容や表現を整理
して，わかりやすい英語で質問したり
伝えたりしようとしている。
興味があることや忘れられないことに
ついて，聞いたり読んだりしたことを
活用しながら，自分の考えを聞き手に
積極的に伝えようとしている。

【知識及び技能】
・Lesson 16までに学んだ文法事項を理解し、そ
れを基に，日本からのお土産について説明する
スキットを演じる技能を身につけることができ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
関係代名詞（what）を使った文を理解し、それ
を基に，興味があることや忘れられないことに
ついて発表する技能を身につけることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
日本からのお土産について，ペアやグループで
話し合った内容や表現を整理して，わかりやす
い英語で伝えることができる。
興味があることや忘れられないことについて，
聞いたり読んだりしたことを活用しながら，自
分の考えを聞き手にわかりやすく伝えることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
日本からのお土産について，ペアやグループで
話し合った内容や表現を整理して，わかりやす
い英語で質問したり伝えたりしようとすること
ができる。
興味があることや忘れられないことについて，
聞いたり読んだりしたことを活用しながら，自
分の考えを聞き手に積極的に伝えようとするこ
とができる。

6

Lesson18  おすすめの旅行先
Step Up 3　ミニディベートをしよう
【知識及び技能】
関係副詞を使った文を理解し、それを基
に，おすすめの場所や好きな月につい
て，その魅力を発表する技能を身につけ
ている。
ディベートの方法を理解している。
Lesson 18までに学んだ知識を基に，ディ
べートの方法を理解し，国内旅行と海外
旅行のどちらがよいかについてミニディ
ベートを行う技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
おすすめの場所や好きな月について，そ
の魅力について，聞いたり読んだりした
ことを活用しながら，自分の考えを聞き
手にわかりやすく伝えている。ディベー
トの手順を考えながら，国内旅行と海外
旅行のどちらがよいかについての自分た
ちの考えを，聞き手に対して論理的かつ
わかりやすく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
ディベートの手順を考えながら，国内旅
行と海外旅行のどちらがよいかについて
の自分たちの考えを，聞き手に対して積
極的に伝えようとしている。

【知識及び技能】
関係副詞を使った文を理解し、それを基に，お
すすめの場所や好きな月について，その魅力を
発表する技能を身につけることができる。
ディベートの方法を理解することができる。
Lesson 18までに学んだ知識を基に，ディべート
の方法を理解し，国内旅行と海外旅行のどちら
がよいかについてミニディベートを行う技能を
身につけることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
おすすめの場所や好きな月について，その魅力
について，聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら，自分の考えを聞き手にわかりやすく伝
えることができる。
ディベートの手順を考えながら，国内旅行と海
外旅行のどちらがよいかについての自分たちの
考えを，聞き手に対して論理的かつわかりやす
く伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ディベートの手順を考えながら，国内旅行と海
外旅行のどちらがよいかについての自分たちの
考えを，聞き手に対して積極的に伝えようとす
ることができる。
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〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

定期考査
1

備
考

合計

71

３
学
期

【知識及び技能】
接続詞を使った文を理解することができる。
接続詞を使った文の理解を基に，春休みに出か
けるとよい場所について，理由とあわせて紹介
する文章を書く技能を身につけることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
春休みに出かけるとよい場所について，理由と
あわせて聞いたり読んだりしたことを活用しな
がら，理由とあわせて自分の考えを読み手にわ
かりやすく伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
春休みに出かけるとよい場所について，理由と
あわせて聞いたり読んだりしたことを活用しな
がら，理由とあわせて自分の考えを読み手に積
極的に伝えようとすることができる。

5

Action! Part 5  お悩み相談室
Scene 4  メールを書こう
【知識及び技能】
Lesson 20までに学んだ文法事項を理解
し、それらを基に，悩んでいる友だち
へのアドバイスを書く技能を身につけ
ている。
Eメールの書き方を理解し、それを基
に，いろいろな状況に即して英文を書
く技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
悩んでいる友だちへのアドバイスにつ
いて，ペアやグループで話し合った内
容や表現を整理してわかりやすい英語
で伝えている。
いろいろな状況に即して，自分の意思
を相手にわかりやすく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
悩んでいる友だちへのアドバイスにつ
いて，ペアやグループで話し合った内
容や表現を整理してわかりやすい英語
で質問したり伝えたりしようとしてい
る。
いろいろな状況に即して，自分の意思
を相手に積極的に伝えようとしてい
る。

【知識及び技能】
Lesson 20までに学んだ文法事項を理解し、それ
らを基に，悩んでいる友だちへのアドバイスを
書く技能を身につけることができる。
Eメールの書き方を理解し、それを基に，いろ
いろな状況に即して英文を書く技能を身につけ
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
悩んでいる友だちへのアドバイスについて，ペ
アやグループで話し合った内容や表現を整理し
てわかりやすい英語で伝えることができる。
いろいろな状況に即して，自分の意思を相手に
わかりやすく伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
悩んでいる友だちへのアドバイスについて，ペ
アやグループで話し合った内容や表現を整理し
てわかりやすい英語で質問したり伝えたりしよ
うとすることができる。
いろいろな状況に即して，自分の意思を相手に
積極的に伝えようとすることができる。

3

・指導事項
接続詞
春休みに出かけるとよい場所につ
いて，理由とあわせて紹介する文
章を書く。
・教材（教科書、プリント等）
・一人１台端末の活用　等

・指導事項
比較（同等比較，倍数比較）
悩んでいる友だちへのアドバイス
を書く。　　　　　　　　　　い
ろいろな場面を想定してEメール
を書く。
・教材（教科書、プリント等）
・一人１台端末の活用　等

Lesson20  お出かけするなら？
【知識及び技能】
接続詞を使った文を理解している。
接続詞を使った文の理解を基に，春休
みに出かけるとよい場所について，理
由とあわせて紹介する文章を書く技能
を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
春休みに出かけるとよい場所につい
て，理由とあわせて聞いたり読んだり
したことを活用しながら，理由とあわ
せて自分の考えを読み手にわかりやす
く伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
春休みに出かけるとよい場所につい
て，理由とあわせて聞いたり読んだり
したことを活用しながら，理由とあわ
せて自分の考えを読み手に積極的に伝
えようとしている。


